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発行所/あそ野学園義務教育学校 2026年 2月
発行者/PTA広 報委員会
～主な記事～

PTA活動報告・役員紹介

Asono Gakuen Compulsory Education School

今年度七お腫轟 :こなりました。

PTA会 長 荒丼 和久
日頃よりPTA事 業活動 |こご理解ご協力を賜り、
誠 |こ有難うございます。昨年を振り返りますと、心

配されたふるさとウォークが無事 |こ終わり、今後は

伝統ある行事として定着することを期待しています。

また、各種事業を間近で参加し、子どもたちの屈託

のない笑顔や真剣な眼差しを見ますと、私自身が

元気を頂き、充実した時間

を過ごすことができました。

残りわずがですが、皆様と

意見交換をしながら、開か

れた PTAを 進めてまいり
ますので、よろし<お願しヽ
いたします。

■■■■■■■

校長 浅生 まゆみ
日頃より本校の教育活動 |こご理解とご協力を賜り、

心より感謝申し上げます。今年度は開校から 6年目

を迎え、運動会や長距離走大会は新たな形での実施

となりました。また、ふるさとウォークでは、地域

の皆様のご協力のもと、縦割班で閑馬地区を歩き、

地域の自然や歴史、産業を学びました。様々な学校

行事を無事 |こ実施することができましたのは、ひと

え |こ PT∧ の皆様の温かい
ご支援とご協力のあかげで

す。ありがとうございまし

た。今後も学校と PTAの
連携を深め、子どもたちが

楽し<学べる学校づ<り を
進めていきたいと思います。

■

“

手簿手ひ以警
」
1鷺‐

録

F 
馬
 .

J  l  l=I難 :「  
‐1  ● ―・

夢鶴l

に

」

,G!. -!&Li



，

し あそ野学園 PTAだ より 第 lt)'〕

PTA活動報告
8月 3日  PTA奉 仕活動

令和 7年 8月 3日 (日 )午前 7時～8時 30分、 P丁
A奉仕活動が行われました。 1、  4、 7年保護者、
7年生徒、 PIA本 部役員、先生方のご尽力|こより
猛暑の中でしたが、無事 |こ終えることができました。

1、 4年女性保護者、生徒 |ま室内での作業をしました。
そのため、上ばき (運動靴)ゴム手袋が有ると良
かつたです。教室の上アコン、廊下ワックス、水道

付近の窓拭き、児童生徒 トイじ等の掃除を行いまし

た。スリッパでの作業よりも、革化での方が含理的で

した。了年女性保護者は、草取りをしました。外で

の作業 |こなるので、軍手、帽子、首すじを冷やす保

冷剤が有ると良かつたです。今回は、美術・園芸部

の生徒が毎日少しずつ作業をしておいて<れたため、
暑い中でしたが、早<終わらせることができました。
又、男性保護者の皆様は、外での側溝掃除や除草作

業、草刈り機 |こよる作業等を行いました。

皆さん、暑い中、ご協力いただきありがとうござ

▼ 5月 23日・ 24日 運動会

しヽました。子どもたちでは、手の届かない場所がと

てもきれしヽ |こなりました。今回の様 |こ今後とも弓|き

続きよろし<あ願い申し上げます。
(7学年委員長 関谷 佑美)
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▼ 11月 7日 あそ野祭
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◆保 1.建体育委員C

保健体育委員会の主な活動は、運動会の駐車場誘

導です。前期課程 。後期課程の 2日問ありましたが

皆さんのご協力のあかげで両日共無事活動すること

ができました。反省点や改善点を委員の皆さん |こあ

げてもらいました。来年度の活動 |こ役立てられれば

と思います。学校保健委員会は所用 |こより参加する

ことができませんでしたが、学校ホームヘージで学

校歯科医の話や、生徒たちの発表を真剣 |こ聞<子ど
もたちの姿を知ることができました。その他 |こ も

学校行事でのあ手伝いを受 |すて下さる方々も多 <、

助けて頂きました。ご協力頂きありがとうござしヽ

ましたЭ

(本村 文子)

◆文化研修委昌分

文化研修委員では、年間通して 7回の各研修会 |こ

参加しました。昨年より再開された給食試食会も弓|

き続き 10月 |こ開催 。参力0しました。また、 12月
|こ行われた文化講演会では、本郷順一先生 |こあ越し

いただき、『ネット依存とゲーム障害 理解と対応』
をテーマ|こ、 8年生と保護者が一緒 |こあ話を聞<こ
とができました。本当|こ私たちの身近 |こある問題を

取り上げて<ださり、私たちがネットや情報社会を
生きる上で、直面していろ課題と対応、理解すること

を学ばせて頂きました。生徒たちも保護者も、自分

ごととして真剣 |こ耳を傾け、自分を振り返るための

きつかけとなる、とても有意義な機会となりました。

(岡部 弓子 )
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:ネット依存とゲーム障害 :

:   理解と対応   |
令和 7年度、文化研修委員会の活動として、 12
月15日 (月)あそ野学園スクールカウンセラーである
本郷|1贋―先生をお招きじ、あそ野学園の 8年生と保

護者を対象|こ 「ネット依存とゲーム障害 理解と対
応」の講演会を開催しました。

講演の中で本郷先生から、自分が依存症などうか

簡単|こできるサイトや簡単な対策方法を教えていた

だきました。特 |こ対策 |こついて|ま、「姿勢と呼吸」

が大切であるということ。実際の方法|こついてお話

をしていただきました。肩の上げ下げや背のびは自

分で簡単|こできる対策方法です。子どもと一緒に実

践してしヽきたいと思しヽました。また、今回教えてい

ただし`たマインドフルネス呼吸法は『3吸って6は

<」 または「4吸って (4とめる)8は <」 といつ
た型のもので、実践するととても落ち着<方法でし
た。子どもが不安なときやイライラしているときは

―緒に行いたいと思います。

◆広報委員暑

広報委員会の主な活動内容は、運動会やあそ野祭

などの学校行事や、 PTA活 動の様子の記録撮影と、
記事の執筆です。本誌の写真の選定や、割り付けも

広報委員会で行っています。 PTA会 員の皆様 |こは
もちろん、地域の皆様 |こも、あそ野の子どもたちの様

子や PT∧活動を知っていただけましたら幸いです。

今回の講演会は私 |ことつても子どもたち |ことって

も大変勉強 |こなる講演会でした。

(文化研修委員 田中 悪美 )
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◆事業委員暑

今年度、事業委員会でままあそ野グッズ丁シヤツ

のデザインを新た |こ生徒の皆さんなら募集し、 1ジ

ニューアルしたものを担当の先生万や事業部の皆様

のご協力のもと販売しました。又、現在あそ野ハン

ドタオルを製作し販売|こ向けて活動しています。学

校関係者の皆様 |こ は多<の 丁シャツを購入していた
だきありがとうございまし

た。行事やイベントの際 |こ

着用している子どもたちの

姿を拝見し、とても嬉じ<
なりました。今後も多<の
意見を取入れよりよい学校

づ<り のあ手伝いができた
らと思います。(本村 幸枝)
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▼ 11月 18日・ 26日 校内長距離走大会 ▼ 12月 5日 ふるさとウォーク

(安藤 聡美)
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◆本部役員の皆 さん

会 長 荒井 和久さん
副会長 松尾  望さん
監 事 長沢 美歌さん

◆支部長 の皆 さん

三 好 松葉  綾さん
山 形 吉田 路子さん
飛 駒 提箸 明子さん

◆常置委員長の皆 さん

文化研修 同部 弓子さん
事 業 本村 幸枝さん

◆学年委員長の皆 さん

1学年 石橋真里奈さん
4学年 山本レイナさん
7学年 関谷 佑美さん

松島有美子さん

小島久美子さん

石橋  睦さん

小沼 英司さん
中島貴美子さん

長

計

問

〈
ム
副

会

顧

副会長

監 事

コ
徊　
策河

田

閑

内田香世子さん

佐々木かおりさん

戸奈良

下彦間

中里

齋藤

夕子さん

真紀さん

保健体育 木村 文子さん  広 報 安藤 聡美さん

2学年
5学年
8学年

小峯あゆみさん

須藤麻奈美さん

小林 麻美さん

下山由香莉さん

植本由希子さん

戸8+ 愛子さん

3学年
6学年
9学年

～ PTA活動を支えていただき、ありがとうございました ～

兆蒙

Vノ
J3

■■

【編集後記】

皆様からのご協力をいただき、P〒 Aだよりを無
事 |こ発行することができました。ご協力しヽただいた

皆様 |こ感謝いたします。 (広報委員長 安藤 聡美)
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<広報委員>
◎安藤 聡美
後藤 和香
向田 相枝
演田 文子

○松井 香織
新里由香莉

平野 泰子
佐瀬由香里

青木 真弓
横塚 玲子
野村みどり

中田

川田

小島

久枝

未来

香織
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今
～
8キ 3月 1日

第34号

唐沢山…藤原秀多口「公の居城趾とヽ わ`れる、深い歴史を持つ山

発行 佐野市町会長逹仝会
編集 会報編集部会

１
月
‐６
日
、
「
令
和
８
年
佐
野
市
町
会

長
新
春
祝
賀
会
」
が

、
町
会

長
他

‐０９
人

の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
町
会
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
町
会
長
及
び
町
会
役

員
３０
人

の
方
々
に

「
佐
野
市

町
会

長
連

合
会
表
彰
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◇
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
表
彰
◇

く
佐
野
市
町
会
長
新
春
祝
賀
会

（於

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
佐
野
）

【永
年
在
職
町
会
長
１５
年
表
彰
】

関
根
喜
美
子
　
米
山
町

【永
年
在
職
町
会
長
１０
年
表
彰
】

中
野
　
隆
義
　
高
砂
町

武
藤
　
純
子
　
植
野
町

（泉
）

新
里
　
　
登
　
堀
米
町

（安
良
町
上
）

【永
年
在
職
町
会
長
５
年
表
彰
】

岩
崎
　
哲
郎
　
相
生
町

（佐
野
）

横
山
　
　
満
　
朝
日
町

柿
沼
　
正
弘
　
天
明
町

田
名
網
正
昭
　
犬
伏
下
町

影
山
幸
次
郎
　
下
彦
間
下

高
橋
　
　
功
　
大
釜

戸
叶
　
光

一　

下
秋
山

【通
算
５
年
以
上
在
職
町
会
長
・

町
会
役
員
表
彰
】

山
田
　
弘
行
　
鐙
塚
町

岩
出
　
　
守
　
並
木
町

（堀
之
内
）

売
野
　
勝
己
　
赤
見
町

（町
屋
）

大
澤
　
　
董
（　
石
塚
町

（上
）

神
田
　
政
明
　
寺
久
保
町

柴
崎
　
幸
治
　
上
町
西

金
原
　
睦
芳
　
船
越
北

横
塚
　
則
夫
　
白
岩

山
□
　
　
功
　
飛
駒
２
区

関
谷
　
忠
雄
　
飛
駒
３
区

高
木
　
利
男
　
会
沢
第
二

【通
算
５
年
以
上
在
職
町
会
役
員
表
彰
】

山
崎
　
邦
久
　
高
砂
町

大
島
　
光
三
　
大
橋
町

（東
部
）

齋
川
　
卓

一　

大
橋
町

（東
部
）

矢
部
　
秀
夫
　
天
明
町

青
木
　
功

一　

赤
坂
町

押
山
　
雅
夫
　
下
多
田

堀
江
　
　
馨
　
下
多
田

関
沼
　
公
夫
　
下
彦
間
下

（敬
称
略
）

佐

野
市

町

会

長

連

合

会

会

長

　

厚

木

健

志

「少
子
高
齢
化
社
会
と
な
り
、

『今
ま
で

は
』
が
通
用
し
な
い
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
市
も
町
会
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

令
和
８
年
の
町
会
長
連
合
会
は
、
皆
様

の
町
会
が
行
政
の
下
請
け
と
言
わ
れ
な
い

よ
う
、
住
み
良
い
町
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
」
　
　
　
　
　
　
・

令
和
７
年
１１
月
２６
日
、
町
会
長
連
合

会
前
副
会
長
で
、
原
町
町
会
前
町
会
長

の
倉
持
勇
さ
ん
が
、
良
好
な
地
域
社
会

の
形
成
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
と
認

め
ら
れ
、

『自
治
会
等
地
縁

に
よ
る
団

体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
』
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
　

　

　

　

（於

¨
総
務
省
）
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佐野市町会長連合会情報は
「佐野市町会長連合会 Facebook」 で発信しています。こ覧ください。

町会長連合会だより
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第34号 (2)佐野市町会長連合会会報

１１
月
‐９
日

（水
）
・２０
日

（木
）
に
、

町
会
長
連
合
会
事
業

「管
外
視
察
研

修
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

活
動
す
る
町
会

長

の
ス
キ
ル
向
上

や
、
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
研
修
会
の
目
的
は

『地
域

防
災
力
の
向
上
』

で
、
厚
木
会
長
以

下
３９
人
の
町
会
長
が
、

「千
葉
県
西

部
防
災
セ
ン
タ
ー
」
に
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
体
験
し
て
防
災
知
識
を
学
ぶ
防

災
体
験
学
習
施
設
で
す
。

参
加
者
は
、
能
登
半
島
地
震
の
災

害
記
録
映
像
を
見
て
、
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
学
ん
だ
後
、
風
速
３０

ｍ
の
風

水
害
体
験
、
訓
練
用
消
火
器
を
使

っ

た
火
災
消
火
体
験
、
煙
の
充
満
す
る

室
内
か
ら
の
避
難
体
験
、
緊
急
時
の

通
報

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

∃
ン
体
験
な

ど
、
万

一
の
災
害
発
生
時
の
対
応
を

学
び
ま
し
た
。

研
修
後
、
各
町
会
長
は

「台
風
第

‐９
号
災
害
を
思
い
出
す
。
防
災
意
識

を
高
め

て
万

一
の
災
害

に
備
え
た

い
」

「
個
人

の
力

で
は
限
界
が
あ

る
、
町
会
全
体
で
防
災
に
対
す
る
備

え
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
町
会

や
自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
全
体
で

防
災
に
取
り
組
む
考
え
を
、
改
め
て

深
め
ら
れ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

７
月
２９

日
、
町
会
長
連
合
会
三
役

が
、
町
会
支
援
担
当
部
署
の
市
民
生

活
課
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
市
と
連
合

会
が
互
い
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
、
解
決
策
を
模
索
し
て
、
よ

り
良
い
町
会
活
動
に
役
立
て
る
た
め

に
設
け
た
も
の
で
す
。

厚
木
会
長
か
ら
の
町
会
の
置
か
れ

た
困
難
な
現
状
の
訴
え
に
、
担
当
課

か
ら

「連
合
会
と
共
に
課
題
解
決
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
の
姿
勢
が
示

さ
れ
る
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
意
見

交
換
と
な
り
ま
し
た
。
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(3)第34号 佐野市町会長連合会会報

１０
月
２２
日

（水
）
、
佐
野
日
本
大
学

短
期
大
学
大
講
義
室
に
て
佐
野
市
町

会
長
連
合
会
主
催
の

「令
和
７
年
度

市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
講
演

会
」
を
、
町
会
長
や
町
会
役
員
、
地

域
担
当
市
職
員
な
ど
、
約
２００
人
が
参

加
し
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
同
短
期
大
学
の
小
山

裕
三
学
長
を
お
迎
え
し
、
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
室
伏

軍氏饉働|こ よる づく撃:;嫁∫趾会
共催 機考違ネス学学璃

|

1.:1 1■ F‐|「●1111■  ■ i=^‐
「
・1

広
治
選
手
を
始
め
、
多
く
の
ト

ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
ら
れ
て
き
た
小

山
先
生
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「人

材
育
成
」
に
関
す
る
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

小
山
先
生
の

「
『導
き
出
す
』
～
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
～
」
を
演
題
に
し
た
、
「教
育
と

は
、
教
え
育
て
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
子
の
持

っ
て
い
る
も
の
潜
在
力
を

引
き
出
し
て
や
る
こ
と
」
「学
校
の
役

割
は
、
生
徒
の
明
日
を
夢
を
作
り
出

し
て
あ
げ
る
こ
と
」
「教
師
の
役
割
は
、

学
校
に
来
る
こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ

さ
せ
る
こ
と
、
楽
し
い
と
感
じ
れ
ば

学
校
を
休
ま
な
い
」
「町
会
も
同
じ
、

町
会
行
事
に
参
加
し
て
楽
し
か

っ
た

と
感
じ
さ
え
す
れ
ば
、
次
に
つ
な
が

る
」
、
最
後
に

「佐
野
短
大
も
そ
う
で

あ
り
、
町
会
、
行
政
と

一
緒
に
、
協

力
し
て
佐
野
市
の
明
日
を
作
り
出
し

て
い
き
た
い
」
と
の
お
話
に
、
参
加

者
は
皆
引
き
込
ま
れ
、
充
実
し
た
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

」r7鴫碑卜|‐

踊゙
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|り狩`

†ス協働に 地玖づくり講演会

Ｆ
Ｉ
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７
月
‐８
日

・
‐９
日
、
葛
生
地
区
の

３
町
会

（本
町
、
倭
町
、
相
生
町
）

で
、

「八
坂
神
社
祇
園
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
町
会
で
装
飾
を
施

し
た
巨
大
な
山
車

（だ
し
）
が
、
幸

せ
を
祈
り
太
鼓
や
笛
の
音
色
を
製
］か

せ
な
が
ら
町
内
を
練
り
歩
く
姿
に
、

地
域
住
民
や
観
光
客
も

一
緒
に
な

っ

て
、
賑
や
か
な
夏
祭
り
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。

祭
り
の
年
番
町
会
で
あ
る
倭
町
の

山
田

一
夫
町
会
長
は
、

「葛
生
地
区

を
代
表
す
る
こ
の
祭
り
は
、
地
域
の

『
結
束

・
絆
』

を
深
め
る
伝
統
行

事
。

こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
守
り
続

け
、
次
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。
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第34号 (4)佐野市町会長連合会会報

期

国

７
月
相
日
、
米
山
南
町
町
会
主
催
の

『米
山
南
町
夏
祭
り
～
米
山
南
町
ふ
れ
あ

い
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
祭
り
～
』
が
、
同
町
の

米
山
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

『み
ん
な
で
美
味
し

い
も
の
食
べ
よ
う
』
。

様
々
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
た
会

場
内
は
、
美
味
し
い
食
べ
物
を
食
べ
な
が

ら
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

「さ
の
ま
る
」
の
出
演
に
大

喜
び
す
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
歓
声
に

包
ま
れ
た
、
楽
し
い
夏
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。石

井
淳
町
会
長
は

「今
後
も

『こ
こ
に

住
ん
で
良
か
っ
た
』
と
思
え
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
２８
日
、
田
沼
小
学
校
を
会
場
に

「第
４１
回
田
沼
地
区
区
民
運
動
会
」
が
、

田
沼
地
区
公
民
館
管
内

（下
町
、
角
町
、

仲
町
、
田
沼
本
町
、
上
町
東
、
上
町
西
、

下
田
沼
、
瓦
町
、
原
町
、
山
越

の
１０
町

会
）
住
民
約
７
５
０
人
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

地
区
住
民
の
融
和
と
体
力
つ
く
り
、
及

び
健
康
維
持
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る

同
運
動
会
。

会
場
内
で
は
、

「む
か
で
競
争
」

「玉

入
れ
」

「綱
引
き
」

「男
子
、
女
子
総
合

リ
レ
ー
」
等
白
熱
し
た
競
技
が
行
わ
れ
、

競
技
者
を
応
援
す
る
声
援
や
歓
声
が
、
さ

わ
や
か
な
秋
空
に
響
き
渡

っ
て
い
ま
し

た
。

石
塚
町

（下
）
町
会
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
モ
ル
ッ
ク
」
を

紹
介
し
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
投
郷
競
技

一
モ

ル
ッ
ク
」
は
、
木
製
の
棒
を
投
げ
て
、
‐２

本
あ
る
ピ
ン
の
倒
れ
方
で
採
点
す
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

簡
単
な
ル
ー
ル
で
、
老
若
男
女
問
わ
ず

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
同
町
会
で

は
、
健
康
づ
く
り
や
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

津
久
井
正
夫
町
会
長
は
、

「
モ
ル
ッ
ク

は
、
高
価
な
道
具
も
い
ら
ず
、
ル
ー
ル
も

簡
単
で
、
だ
れ
で
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、

町
内
の
絆
を
深
め
る
手
段
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

編

集

後

記

◇
編
集
部
会
長
の
田
村
で
す
。

今
回
は
、
町
会
と
共
に
地
域
防
災
の
中

核
を
担
う
消
防
団
へ
の
こ
協
力
を
お
願
い

し
た
く
思
い
ま
す
。

現
在
、
消
防
団
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど

様
々
な
要
因
で
、
団
員
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
り
ま
せ
ん
。

火
災
や
水
害
な
ど
か
ら
地
域
住
民
の
生

命

・
身
体

・
財
産
を
守
る
重
要
な
消
防
団

を
維
持
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
消
防
団
員

と
し
て
こ
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
消
防
団
入
団
に
つ
い
て
は
、

消
防
本
部
総
務
課

電
話

（２
３
）
３
１
１
９
ま
で

発
行
者

電ルツタを楽しむ皆さん /́f/

佐
野
市
町
会
長
連
合
会
,

〒

３

２

７

１

８

５

０

１

栃
木
県
　
佐
野
市
高
砂
町
１
番
地

佐
野
市
役
所
５
階
東

８
０
２
８
３
１
８
５
１
フ
３
２
８

発
行
責
任
者

　

厚
木
　
健
志

編
集
部
会
長

　

田
村
　
僚
二

編
集
部
会
員

　

片
柳
　
孝
夫
　
　
岡
田
　
光
之

松
島
　
俊
夫
　
　
津
久
井
正
夫

戸
室
　
克
美
　
　
相
良
　
周
作

高
橋
　
和
彦

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
坂
井
　
正
巳
　
　
武
藤
　
純
子

▼
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
市
内
全
域
１
６
７
町
会
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

消防団では、

地域を守る団員を

募集中です !

佐野市町会長連合会情報は
「佐野市町会長連合会 Facebook」で発信しています。こ覧ください。
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